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VDSLの技術が成熟し、多くのベンダ

ーが高速で安定した機器を発売して

きたことから、VDSL機器のビジネス

も着実に実績が上がっている。

LEO-NET構築プロジェクトに参画

③の分野では、レオパレス21の

VODに対応した「LEO-NET」のネ

ットワーク構築プロジェクトに参画し

たことが挙げられる。レオパレス21

では、運用を手がけるマンション、ア

パート、ホテルなどに対し、インター

ネット接続、VOD型のコンテンツ配

信、CS放送のコンテンツを配信する

サービス「LEO-NET」を提供。この

ネットワーク構築において、ソリトン

ではVDSLモデム、STBの設置など、

宅内側の機器導入・運用を手がけて

いる。LEO-NETのセットトップボッ

クスの規模はインストールベースで

数万台ということから、おそらく世界

最大の規模のVODといえよう。バッ

クボーンネットワークや配信サーバ

ーの構築は、NTTコミュニケーショ

ンが担当しており、LEO-NETのネ

ットワーク構築はVOD分野の一大

プロジェクトとなっている。

従来、VODの市場はインタラクテ

ィブ性を備えたコンテンツ配信サー

ビスとして多くの事業者から注目さ

れてきたものの、配信するコンテン

ツが揃わず普及していなかった。し

かし、LEO-NETは、オンラインレン

タルビデオサービスなどコンテンツ

が豊富である。これは、クローズド

なネットワーク上でコンテンツを配信

するため、インターネット上に比べデ

ータを複製されたり不正利用される

というリスクが少ないという点や、

数万というユーザー規模を高く評価

した多くのコンテンツホルダーと提

携が一気に進んだためだろう。

さらに、LEO-NETでは新メニュ

ーとして今年夏にはIP電話のサービ

スを提供することから、ソリトンでは

VoIPゲートウェイの導入なども進め

ているという。

IPソリューション部の仲館覚部長

は、「大規模のVODシステムを手が

けたことで、様々なノウハウを得る

ことができた。この経験を生かした

コンテンツ配信のビジネスを拡大し

ていきたい」という。

光ファイバー使った新商品も

また、ソリトンでは、光ファイバー

を活用しインターネット接続、動画配

信、電話サービスなどマルチメディア

データの配信に対応した新しいネッ

トワーク構築ビジネスを始めてい

る。これを実現するのが、スェーデ

ンのベンチャー企業であるパケット

フロント社のネットワーク機器であ

る。このシステムは、宅内に設置す

る「CPS200」と、光ファイバーネット

ワークを構築できる「ASR4000」、ネ

ットワークの運用を行うソフト

「BECS」で構成。サービス事業者は、

CPSに搭載されている複数のポート

に、電話、インターネットアクセス、動

画コンテンツなどのサービスを割り

当てることで、様々なサービスを容

易に提供可能。

19インチラックサイズのASR4000

をマンションの機械室などに設置し、

そこから各部屋に置くCPS200に接

続。ASR同士は光ファイバーで接続

することで高速なネットワークを構築

できる。さらに、BECSを活用するこ

とで、ネットワークの保守からサービ

スや加入者の管理も可能だ。

ターゲットユーザーについては、光

ファイバーを持つサービス事業者で

ある。インタラクティブ性のあるVOD

サービスの導入を考えているCATV

事業者や、電力系の地域キャリアな

どを想定している。

また、地域の活性化の一環として

の光ファイバーのソリューションも考

えている。町村レベルの情報化の取

り組みとして、地方自治体に導入し

てもらい、町全体にサービスを提供

するという提案も進めている。

仲館部長は、「光ファイバーを活用

したネットワーク構築ビジネスは、始

まったばかりである。ビジネスモデ

ル構築の段階から顧客と共に考え

て、システムを提供していきたい」と

話している。
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急速に伸びるADSL、FTTHなど

のブロードバンドサービスと歩調を

合わせて拡大しているのがブロード

バンドインフラの構築ビジネスであ

る。ソリトンシステムズでは、この市

場をいち早く捉え、サービス事業者

の競争力強化やメニューの付加価値

化を図るネットワーク構築ソリュー

ションを手がけている。

では、どのようなソリューションに

商機があるのか、ビジネスのポイン

トは何か。ソリトンのブロードバンド

ネットワーク構築の取り組みを探っ

てみた。

同社が手がける領域を①バックボ

ーン構築、②ネットワークアクセス環

境の整備、③ VOD（ Video On

Demand）を中心にしたコンテンツ配

信システム構築の3つに分類し、そ

れぞれの動向を見ていこう。

広帯域化で地域IXが進展

①は、インターネットの基幹網を構

築するもの。その1プロジェクトとし

て手がけたのが秋田地域IX（インタ

ーネット・エクスチェンジ）の構築で

ある。

IXとは、ISP事業者の同士を接続

できるポイントである。従来、IXは一

度国内のトラフィックを集めて米国な

ど海外とのネットワーク接続用途で使

われていたこともあって、国内ではト

ラフィックが集中する東京・大阪に設

置されていた。しかし、昨今のインタ

ーネットの普及によって、地方でもイ

ンターネットユーザー数と共にトラフ

ィックが拡大しており、このトラフィッ

クに対応するためにネットワークを敷

設すると、ISP事業者は大きなコスト

負担を強いられることになってきたの

である。この解決策として、地域の

ISP同士が地域IXに接続し、共同で

大都市圏まで広帯域のネットワークを

整備するという動きが出てきている。

その1つが、秋田地域IXである。

ADSLの普及によって安価で広帯域

のアクセス回線を利用できるようにな

った一方で、インターネットに接続す

るため上位のISPやキャリアに接続

する料金は依然高額という事情もあ

り、この格差を解消できる地域IXが

注目されているわけだ。

安定化進むVDSL機器

②のアクセスネットワーク構築と

は、ADSLモデム、DSLAM（ディジ

タル加入者回線アクセス多重化装

置）の導入・設置・運用といった

xD S L 事業者向けビジネスや、

CATV事業者を対象にしたインター

ネットアクセス用ヘッドエンドの導

入・運用に関わるビジネスなどがあ

る。いわゆる、ネットワークの「ラス

トワンマイル」に関わる分野だ。ソリ

トンにとっては、ブロードバンド関連

で最も実績のある分野である。

また、構内用途では、ソリトンでは

約3年前からVDSLの技術にも着目

し、ホテルなどを対象とする高速イン

ターネット接続ソリューションとして、

機器を各部屋に導入しインターネット

常時接続環境を整備してきた。しか

し、当時のVDSLはまだ新しい技術

であったため、通信が不安定なるな

どトラブルが発生したこともあり、大

きな伸びはなかったという。その後、

ベンダー訪問

ソリトンシステムズ

設計段階で食い込み大規模VODを受注
ソリトンシステムズは、従来から取り組んできたブロードバンドサービス
のネットワークインフラ構築に加え、新たにVOD（ビデオデ・オン・マン
ド）システム構築にも参画。ビジネスモデル設計の段階から食い込むこと
で、ISP、CSP事業者の新規サービスの立ち上げを推進している。
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図　ソリトンシステムズのブロードバンドインフラビジネス

③コンテンツ配信システム構築 

セットトップボックス設置からサーバー構築まで。 
LEO-NET構築プロジェクトでは、宅内側のシステム構築を手がける 

②ネットワークアクセス回線の構築 

xDSL事業者に対しモデムを提供。 
システム設計から運用まで 

①バックボーンネットワーク構築 

大規模ネットワークでは、 
地域IXの構築を手がけている 

ソリトンシステムズ
IPソリューション部
仲館覚部長
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マンション設置を考えファンレス構造になってい
る「ASR4000」

各部屋に設置する「CPS200」。電話、テレビ、イ
ンターネットアクセスに対応したRJ45のポート
を用意しており、QoS確保にも対応

ネットワーク管
理から加入者管
理まで対応でき
る「 B E C S 」。
API経由で既存
の課金システム
とも連携可能


